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■自治労・連合推薦候補、自治労組織内候補の勝利がなければ、私たち地方自治体で働く者の未来は大変厳しいものになります。

■皆さんもテレビでご承知のとおり、各種調査で民主党に次ぐ支持率をみせる自民党やみんなの党が、公務員批判を非常に強めています。

■自治労が目指す政策実現のため、民主党の躍進を。そして組合員と家族、生活や権利を守るため、最後まで「やれること」をやりぬきましょう。
■全組合員が最後まで、「親・子・兄弟・知友人」へワンコール、携帯でのワンメールで「えさき」「藤川」の『声かけ運動』を徹底しましょう。








第22回参議院選挙も、いよいよ投票日まであと3日間となった。
「えさきたかし」は、全国の仲間の懸命な努力により、取り組みの遅れを一歩一歩克服しつつある。全国津々浦々で昼夜問わずご奮闘いただいている組合員の皆さんに、心から敬意を表したい。

しかし、直近の各種世論調査等によれば、民主党は、内閣支持率の続落や比例投票先のポイントダウンなどから、極めて厳しい情勢におかれている。「えさきたかし」についても、連合候補の中で下位を低迷しているとの見方もあり、予断を許さない状況が続いている。激しく追い上げてはいるが、より一層の支持の拡大がなんとしても必要だ。
風は一瞬で変わる。まさにこれからの3日間が正念場であり、最後の最後まで、気を引き締めてかからねばならない。

民主党政権は、社会保障費の一律削減に歯止めをかけ、地方交付税の段階補正を見直すなど、自治労が求めている政策を着実に推し進めてきた。さらに今後、公務員の労働基本権の回復や、消防職員への団結権の付与、「地域主権」の推進などの諸政策を「先へ先へ」と推進するためには、「えさきたかし」の個人票によって、自治労の底力を示す必要がある。

比例代表選挙においては「民主党」票は「えさきたかし」の票ではない。「えさきたかし」の個人名による投票でなければ、自治労そのものの力量を示すことはできないのだ。

「えさきたかし」個人名の得票は、引き続く公務員バッシングのなか、自治労の求める政策を実現する、強力な原動力となるだろう。

梅雨の悪天候の中での連日の奮闘に、心から感謝を申し上げるとともに、自治労を代表する唯一の候補、「えさきたかし」の個人名のさらなる浸透にむけて、最後まで全力投球で取り組むよう心から要請する。

2010年7月8日

全日本自治団体労働組合　中央執行委員長　徳永秀昭
















































































































◎投票会場で比例代表の投票用紙を渡されるときには、「候補者名か政党名を書いてください」と言われます。


◎家族・知友人には、「候補者名」をしっかり覚えていただけるようお話ください。
































自治体現場をわかっている２人です！








７月５日に旭川市で開かれた「藤川まさし」の個人演説会には1500人が駆けつけました。


連合北海道の髙柳薫会長は「昨年の政権交代後、初めての国政選挙であり、従来の自民党支持者や無党派層がどう動くか把握できない。連合の口コミ大作戦をはじめとする私たちの行動にすべてがかかっている。最後までの奮闘をお願いする」と檄を飛ばしました。


藤川まさし候補者は、「幸せを奪い合うのではなく分かち合う社会、助け合いの社会。これは労働組合の原点でもあり、私がめざす希望の社会だ。その実現のために私を国会に送り出してほしい」と力強く述べると、会場からは大きな拍手と声援が起こりました。











